






















































































































































































































〔付記〕本稿は JSPS 科研費　15K03967 の助成を
受けた研究成果の一部である。
　　　　　　　　　　　
i 柿沼幸雄「第Ⅰ部　世代間交流学とはなにか　第 2 章　世代間交流の学際的性格」（編集長草野篤子『世代間交流
学の創造―無縁社会から世代間交流型社会実現のために』あけび書房、2010 年所収）36 頁。
ii 日本世代間交流学会の URL は、http://www.jsis.jp/ である。
iii 文献検索は、2019 年 3 月 31 日現在である。世代統合を含む唯一の文献は、岡村清子「地域三世代統合ケア―小規
模多機能ケアと居場所づくり」老年社会科学 27 巻 3 号、2005 年であるが、世代統合そのものの研究ではない。
iv 基盤研究（C）「高齢者と若者の世代間交流（多世代交流）を支援する法制度のあり方に関する研究」（平成 25 年
度～平成 27 年度）。研究代表者は増田幸弘、研究分担者は圷洋一、黒岩亮子、神尾真知子である。
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vii 杉啓以子「第Ⅱ部　世代間交流の実践、その成果と課題　1　幼老複合施設の現場から　第 1 章　地域再生と行政
の転換」（編集長草野篤子、前掲書）88 頁。
viii 中條健志「談話に見られる『統合』概念の問題性―フランスの移民政策を事例に―」　 都市文化研究 14 号、2012
年、2-11 頁。
ix Sally Newman,Mariano Sànchez,Intergenerational programmes:concept,history and models,in Ventura-Merkel 
and Liddoff,Intergenerational programmes toward a  society for all ages,Social Studies Collection No23,1983,p35
x 杉啓以子、前掲論文、89 頁。
xi 杉啓以子、前掲論文、97 頁。
